
災害時に人命を守ることを最優先に「孤立集落をつくらない」という視点と「逃
げる」という発想を重視した防災対策と危機管理体制の強化などのハード・ソ
フト一体となった取組

防災公共とは？

なぜこの取組なの？

平成20年度に発生した岩手・宮城内陸地震では、道路災害、治山災害 地すべり災害な
ど各種危険箇所が同時に被災し、多くの孤立集落が発生した。
近年では、東日本大震災や平成26年8月の広島市豪雨など、想定を上回る災害が発生

している。

大雨による被害地震・津波による被害

構造物による『防災』では限界があるため、『減災』を
行いながら人命を守ることを最優先に、「逃げる」という
発想を重視した対策が必要。

H２３.３.１１ 東日本大震災

○岩手、宮城、福島県の７５箇所の指定避難所が
津波に襲われ浸水

○自動車で避難中に多数が犠牲に宮城、岩手の
両県で車内から発見された遺体収容数６７７名

広島市 平成２６年８月豪雨

○人的被害 死者 ７４名 重軽傷者 ４４名
○物的被害 全壊 １３３軒

半壊 １２２軒
床上浸水 １３０１軒
床下浸水 ２８２８軒

(平成２６年９月１９日現在)

それぞれの地域の実情に合った災害時でも安全な避難経路、避難場所の確保が重要。

「逃げるために」この取組ではどんなことするの？

防災公共推進計画

青森県内全４０市町村において、津波浸水想定区域及び孤立する恐れのある集落・避難

場所が存在する４２４地区について検討した。

検討した地区の例

（写真提供：上平昭一氏）




